
第18回

「暗殺者グラナダに死す」で第19回
オール読物推理小説新人賞受賞。
「カディスの赤い星」で第96回直木賞、
日本推理小説協会賞、日本冒険小説
協会賞を受賞。 第17回日本ミステリー
文学大賞を受賞。他に「百舌の叫ぶ夜」
「禿鷹」シリーズ、「重蔵始末」シリーズ、
「しのびよる月」など。

「幸福な遊戯」で第９回海燕新人文学
賞を受賞。「対岸の彼女」で第132回
直木賞を受賞。「ロック母」で第32回川
端康成文学賞を受賞。他に「八日目の
蝉」「私のなかの彼女」「平凡」「かな
たの子」「空の拳」など。

ち よ だ
文 学 賞

第20回

CHIYODA
BUNGAKU
SHO

テーマ・ジャンルは不問！
あなたの小説を募集中

「海色の午後」で第3回コバルト・ノベル大賞
を受賞。「肩ごしの恋人」で第126回直木賞
を受賞。「愛に似たもの」で第21回柴田錬三
郎賞を受賞。他に「セシルのもくろみ」「手の
ひらの砂漠」「逢魔」「啼かない鳥は空に溺
れる」「淳子のてっぺん」など。

おうさか ごう

ゆいかわ けい

かくた みつよ

募集締め切り

大賞１編：   １００万円（予定）
千代田賞１編： １０万円（予定）

令和7年4月18日（金） 当日消印有効

このロゴは、ちよだ文学賞創設時から
使用しているシンボルであり、万年筆
の筆先をイメージしたものです。



第19回

　

千
代
田
区
は
、
神
田
神
保
町
の
書
店
街
や
、
多
く
の
美
術
館
・
博
物
館
等
が
あ
り
、
文
学
者
が

数
多
く
住
ん
で
い
た
と
こ
ろ
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
江
戸
開
府
以
来
、
明
治
・
大
正
・
昭
和
・
平
成
・
令
和
と
四
百
年
の
長
き
に
渡
り
、

常
に
日
本
の
政
治
・
経
済
・
文
化
の
中
心
と
な
っ
て
き
た
ま
ち
で
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
、
区
の
持
つ
文
化
的
・
歴
史
的
な
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
と
と
も
に
、
文
学
の
担
い
手

と
し
て
、
新
た
な
才
能
を
発
掘
す
る
た
め
に
「
ち
よ
だ
文
学
賞
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
文
学
賞
を
通
じ
て
、
多
く
の
人
が
活
字
に
触
れ
、
文
字
や
言
葉
の
大
切
さ
を
改
め
て
考
え
る

き
っ
か
け
に
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

■
募
集
作
品

日
本
語
で
書
か
れ
た
未
発
表
小
説
。テ
ー
マ・ジ
ャ
ン
ル
は
不
問
。

千
代
田
区
縁
の
人
物
や
区
内
の
名
所・旧
跡・歴
史
な
ど
を
題
材
に
し
た

作
品
を
歓
迎
し
ま
す
。（
た
だ
し
、こ
の
こ
と
の
有
無
が
、選
考
の
基
準
と
は

な
り
ま
せ
ん
。）

■
応
募
資
格

年
齢･

住
所･

職
業
は
問
い
ま
せ
ん
。

■
原
稿
枚
数 ※

手
書
き
は
不
可

Ａ
４
サ
イ
ズ
の
用
紙
を
横
長
に
使
用
し
、40
字×

40
行
の
縦
書
き
で
印
字

し
、10
枚
以
上
30
枚
以
内
。

■
原
稿
規
格
・
応
募
方
法

必
ず
原
稿
に
は
ペ
ー
ジ
を
ふ
り
、表
紙
を
つ
け
て
、右
肩
を
ク
リ
ッ
プ
で

綴
じ
て（
ホ
チ
キ
ス
止
め
不
可
）、２
部
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

表
紙
に
は
、以
下
の
と
お
り
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

・ 

小
説
の
タ
イ
ト
ル

・ 

氏
名・ふ
り
が
な(

ペ
ン
ネ
ー
ム
の
場
合
は
本
名
も
明
記)

・ 

郵
便
番
号
、住
所（
千
代
田
区
在
勤〈
在
学
〉者
は
そ
の
旨
明
記
）

・ 

年
齢
、性
別
、職
業
、電
話
番
号
、メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス(

所
有
者
の
み)

・ 

ち
よ
だ
文
学
賞
を
何
で
知
っ
た
か

・ 

６
０
０
字
程
度
の
あ
ら
す
じ

■
締
め
切
り

令
和
７
年
４
月
18
日（
金
） 

当
日
消
印
有
効

■
賞
金

大
賞 

１
編　

1
0
0
万
円（
予
定
）

千
代
田
賞
１
編　
１
０
万
円（
予
定
）

＊
賞
金
は
令
和
７
年
度
千
代
田
区
予
算
の
議
決
に
よ
り
確
定
さ
れ
ま
す
。

■
千
代
田
賞

大
賞
と
は
別
に
、区
の
持
つ
文
化
的
・
歴
史
的
な
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
す
る

作
品
を
千
代
田
賞
と
し
て
表
彰
し
ま
す
。

■
選
考
方
法

大
賞
は
、千
代
田
区
長
が
委
嘱
し
た
選
考
委
員
に
よ
って
選
考
し
ま
す
。

千
代
田
賞
は
、千
代
田
区
長
が
選
考
し
ま
す
。

■
選
考
委
員

作
家　
逢
坂 

剛 

（
お
う
さ
か  

ご
う
）
氏

作
家　
唯
川 

恵 

（
ゆ
い
か
わ  

け
い
） 

氏

作
家　
角
田 

光
代 

（
か
く
た  

み
つ
よ
） 

氏

■
発
表

令
和
７
年
10
月
に
入
賞
者
に
通
知
し
ま
す
。

最
終
選
考
に
残
っ
た
作
品
と
千
代
田
賞
作
品
を
本
に
し
て
、作
品
集
と

し
て
区
役
所
等
で
販
売
し
ま
す
。

■
著
作
権

作
品
集
に
掲
載
さ
れ
る
作
品
の
著
作
権
は
、千
代
田
区
に
帰
属
し
ま
す
。

(

著
作
権
法
第
27
条
及
び
第
28
条
の
権
利
も
含
み
ま
す
。）

本
文
学
賞
へ
の
応
募
を
も
っ
て
、著
作
権
に
関
す
る
同
意
を
し
た
も
の
と

み
な
し
ま
す
。

■
注
意
点

・ 

本
文
学
賞
応
募
の
た
め
に
書
か
れ
た
原
稿
に
限
り
ま
す
。

・ 

二
重
投
稿
は
失
格
と
い
た
し
ま
す
。

・ 

C
ha
t
G
P
T
等
生
成
系
A
I
を
活
用
し
て
原
稿
を
作
成
し
た

　
場
合
、盗
作
や
不
適
切
な
引
用
と
み
な
し
、失
格
と
い
た
し
ま
す
。

な
お
、応
募
原
稿
は
返
却
い
た
し
ま
せ
ん
。審
査
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ

に
も
応
じ
ら
れ
ま
せ
ん
。

■
個
人
情
報

応
募
原
稿
に
ご
記
入
い
た
だ
い
た
個
人
情
報
は
、本
文
学
賞
の
選
考
、

結
果
の
ご
連
絡
の
み
の
目
的
で
使
用
し
、あ
ら
か
じ
め
ご
本
人
の
同
意

な
く
第
三
者
に
開
示
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
協
力

本
文
学
賞
の
受
賞
者
は
、区
主
催
の
事
業
等
に
ご
協
力
い
た
だ
く
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

■
問
合
せ
・
応
募
先

〒
１
０
２
-８
６
８
８　
千
代
田
区
九
段
南
１
-２
-１

千
代
田
区  

文
化
振
興
課「
ち
よ
だ
文
学
賞
」係

電
話
０
３（
５
２
１
１
）３
６
２
８

Ｅ
メ
ー
ル　

bunkashinkou@
city.chiyoda.lg.jp

主
催
／
千
代
田
区

共
催
／
読
売
新
聞
社

後
援
／
小
学
館

協
力
／
三
省
堂
書
店・東
京
都
書
店
商
業
組
合
千
代
田
支
部

神
田
古
書
店
連
盟・東
京
堂
書
店

（一社
）日
本
書
籍
出
版
協
会・

本
の
街 

神
保
町
を
元
気
に
す
る
会


